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　【目的】介護の社会化を目指す介護保険制度の実施に伴い、介護の現場で活躍する介護者

はこれからますます増加するものと思われる。現在、施設介護や居宅介護に携わっている

介護者が着用している介護服の多くは、市販のユニフォームやジャージーなどのスポーツ

ウェア、あるいは私服などで問題点も多く必ずしも介護に適しているとは思えない。そこ

で本研究では、実際に介護に携わっている介護者を対象に、現状の介護服の問題点や介護

服に求められる二－ズなどについて意見を収集し、介護者にとっても介護される高齢者に

とっても望ましいユニフォームについて検討し提案しようとするものである。

　【方法】京都府・岡山県・大分県内の施設で介護に携わっている介護者を対象に19 9 9

年８月から１０月にかけて配票留置法による質問紙調査を行った。有効回収数は3 2 7票

であった。主な質問項目は、現在着用している介護服の種類と問題点、介護服の評価（5

段階評定尺度）、介護服のイメージ（5段階SD評定尺度）などである。

　【結果】現在着用している介護服では、ポロシャツとジャージーの下衣（春秋・夏）、ト

レーナーとズボン（冬）の組み合わせが多かった。そして問題点としてあげられた記述を

KJ法により分析したところ、大きくは機能性・審美性・経済性に集約された。
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【目的】わが国では、多くの高等学校が通学服として制服を採用しているため、ほとんど

の大学生は高校時に制服を着用した経験を持っている。一方、大学での通学服はほとんど

私服であるため、学生の服装はそれ､ぞれの個性や好みが反映されたものとなる。高校から

大学にかけての生活環境の変化とともに、制服から私服への転換は、女子学生の衣生活行

動に影響を及ぼすのではないかと思われる。本研究では高校時と大学時を比較することに

より、変化したと思われる女子学生の衣生活行動について考察するとともに、それらの変

化に関連する要因について検討した。

　【方法】九州および関西の短期大学、四年制大学に在籍する女子学生を対象に、1999年

12月、配票留置法による質問紙調査を行った。配布数450票、有効回答数436票、回収

率96.9%であった。主な調査項目は高校時から大学時への生活行動および衣生活行動の

変化、高校時の服装、服装に対する意識などである。

　【結果】高校時より大学時において、自分や周囲の服装への関心が高くなるとともに、被

服費や被服購入数が増加したと答えた者が多い。また、特に自宅外通学者に被服を自分で

管理するようになったと答えた者が多い。大学入学後に染髪した者は35,1%、ピアスを

装着した者は全体の23.2%であった。服装に対する意識についてファッション性、規範

性への意識が高い者に衣生活行動の変化が大きい傾向が認められた。また、高校時の制服

に対する意識や化粧および染髪経験の有無と衣生活行動の変化には関連がみられた。
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